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はじめに

　我が国は少子高齢化社会の急速な進展に伴い、疾病
構造の変化、さらには医療の高度化・専門化などが進
み、医療は治療から予防へ、病院から在宅へと拡大し
つつある。また、患者主体の医療が求められるなど、
保健医療を取り巻く環境の変化とも相まって、看護に
も多様な役割が期待され、専門職として質の高い看護
を提供することが社会から要請されている。質の高い
看護を行う看護専門職として、専門能力を発揮し期待
される役割を果たすためには看護基礎教育のみでは不
十分であり、その後も継続した教育・学習が不可欠で
ある。
　1992年の「看護職員生涯教育検討会報告書」では、
看護職員が専門職業人として常に自己研鑽を積み、生
涯を通して学習し、自己の能力の開発、維持・向上に
努めていく必要があることが明示された。こうした動
きに基づき、看護基礎教育の位置づけは、看護を実践
するうえで必要となる基礎的能力を育成する教育と
され、そこでは「生涯教育」の展望のもとに、卒後に
継続して教育を受けることが前提とされている。この
ような生涯教育の考え方は、医療の高度化・専門化に
伴い、ある特定の健康現象について、多くの知識と技
術を必要とするため、継続教育のなかで学習し続けな
ければそれに対応できない状況を表していると考え
られる。
　継続教育でのキャリアを考える上では、専門分化し
た特定の看護領域で必要とされる体系的な知識・技術
の学習・認定システムが整備されていること等の理由
から、スペシャリストに注目が集まりやすい傾向があ

る。しかし、大部分の看護職はジェネラリストとして
活動し、専門職として看護の質を支えていることか
ら、ジェネラリストとしての教育のあり方を議論する
ことは重要である。
　本シンポジウムは、「看護専門職としてのジェネラ
リストの教育をどのようにしていくか」というテーマ
で展開された。ただし、看護基礎教育が担うのは、ジ
ェネラリストだけでなくスペシャリストにも共通する
基礎的能力の育成である。したがって、基礎教育の立
場からはジェネラリストだけに焦点をあてて議論を進
めていくことは難しいと考えた。
　そこで本稿では、ジェネラリストとその教育につい
て、その位置づけを明示した上で、ジェネラリストや
スペシャリストに共通する基礎的能力の育成という観
点から、最近の検討会の動向を踏まえながら、看護基
礎教育で育成する看護専門職の基礎的能力について論
ずることを目的とする。

Ⅰ．ジェネラリストとその教育

　2000年に日本看護協会が示した継続教育の基準によ
れば、ジェネラリストの能力開発を促進する教育とは、
「特定領域のスペシャリストを目指すのではなく、従
事した領域で直接クライエントに対して質の高い看護
サービスを提供することを志向する看護職者を対象と
する」とされ、その特徴として「その時代に行いうる
最善の看護サービスが提供されることを保証するため
に、常に看護職者としての態度、感性を洗練させ、根
拠に基づく看護を実践する能力や各領域のスペシャリ
ストを適切に活用しうる能力を育成することを目的と
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した教育である」ことが示されている。
　また、ジェネラリストという用語は、スペシャリス
トの対概念として用いられたり、一定の経験年数を持
ちさまざまな領域に対応できる高い実践能力を有する
という意味で用いられたりしているが、近年では、看
護の質を高めるために各領域のスペシャリストを適切
に活用できるジェネラリストの存在意義が大きくなっ
ているという意味で肯定的に用いられることが示され
ている（日本看護協会，2007）。永野（2004）は「ジ
ェネラリスト看護師は、患者個人を包括的に査定し、
あらゆるリソースを活用して、担当した患者に提供さ
れる看護全体に責任をもつ能力が期待される。ジェネ
ラリスト看護師が実践する看護の質は、病院で提供さ
れる看護の評価の基準であり、すべての看護師にその
基本的な能力が必要である（pp.81-85）」と述べ、ジ
ェネラリストの質が看護の質に大きく影響することか
らジェネラリスト育成の重要性を提言している。
　以上のことから、ジェネラリストの教育においては、
根拠に基づくケアを着実に実践できる能力はもちろん
であるが、スペシャリストを活用できるような、その
専門性を支える幅広い視野と調整能力・マネジメント
能力などを育成することが必要であると考える。

Ⅱ．看護基礎教育にかかわる検討会の動向

　看護基礎教育については、昨今、看護実践能力の育
成という観点から、文部科学省、厚生労働省がそれぞ
れ検討会を立ち上げ、報告書をまとめている現状があ
る（表１）。

年 文部科学省関係 厚生労働省関係 
2002（平14） 大学における看護実践能力

の育成の充実に向けて（看
護学教育のあり方に関する
検討会報告書<第一次>） 

2003（平15） 看護基礎教育における技術
教育のあり方に関する検討
会報告書
新たな看護のあり方に関す
る検討会報告書

2004（平16） 看護実践能力育成に向けた
大学卒業時の到達目標（看
護学教育のあり方に関する
検討会報告書<第二次>） 

2005（平17） 医療安全の確保に向けた保
健師助産師看護師法等のあ
り方に関する検討会報告書 

2007（平19） 看護基礎教育の充実に関す
る検討会報告書 

2008（平20） 看護基礎教育の在り方に関
する懇談会論点整理

2009（平21） 大学における看護系人材養
成の在り方に関する検討会

（第一次報告） 

看護の質の向上と確保に関
する検討会（中間とりまと
め） 

2010（平22） 今後の看護教員のあり方に
関する検討会報告書 
看護教育の内容と方法に関
する検討会（第一次報告） 

2011（平23） 大学における看護系人材養
成の在り方に関する検討会

（最終報告） 

看護教育の内容と方法に関
する検討会報告書 

表１．看護基礎教育に関する検討会報告書

　以下、それぞれの経過についてまとめる。
Ａ．厚生労働省における検討会
　厚生労働省は、平成15（2003）年に「看護基礎教育
における技術教育の在り方に関する検討会報告書」を
まとめ、看護基礎教育における技術教育の現状と課
題、臨地実習において学生が行う看護技術についての
基本的な考え方、身体的侵襲を伴う看護技術の実習指
導のあり方、患者の同意を得る方法など実習環境の整
備について提言した。また、平成19（2007）年に「看
護基礎教育の充実に関する検討会報告書」をまとめ、
看護基礎教育の抜本的な検討の方向性として、我が国
の社会と保健医療福祉制度の長期的変革の方向性を視
野に入れた教育の方法や内容、期間について検討が必
要であることを問題提起した。平成20（2008）年には
「看護基礎教育のあり方に関する懇談会論点整理」の
中で、チーム医療の推進や他職種との役割分担・連携
の進展が想定される中、看護に必要な知識や技術を習
得することに加えて、いかなる状況に対しても、知識、
思考、行動というステップを踏み最善の看護を提供で
きる人として成長していく基盤となるような教育の提
供が不可欠であるという見解が示された。さらに、平
成21（2009）年に出された「看護の質の向上と確保に
関する検討会中間取りまとめ」では、免許取得前の基
礎教育段階で学ぶべきことについて、現在の修業年限
を必ずしも前提とせずに、すべての看護師養成機関に
おいて教育内容、教育方法などの見直し・充実を図る
べきであるとの意見がまとめられた。
　以上のような経過から、厚生労働省は平成23（2011）
年２月に「看護教育の内容と方法に関する検討会報告
書」を提出し、その中で、①ヒューマンケアの基本的
な実践能力、②根拠に基づき、看護を計画的に実践す
る能力、③健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復
にかかわる実践能力、④ケア環境とチーム体制を理解
し活用する能力、⑤専門職者として研鑽し続ける能
力、という５つの看護師に求められる実践能力とその
構成要素を示した（表２）。
Ｂ．文部科学省における検討会
　文部科学省における検討会では、特に学士課程とい
う特徴を考慮した中での看護系人材の養成について議
論を重ねられてきた。看護系大学については、平成４
年の「看護師等の人材確保の促進に関する法律」の施
行を契機としてその数が急増し、各大学はそれぞれの
理念に基づく人材育成と教育課程を策定し、特色ある
教育活動を展開してきた。一方で、輩出された卒業生
も含め、その教育が社会のニーズや国民の期待に応え
ているかを問われてきた。そのような状況から、看護
実践の質向上のための人材育成として、看護実践能力
の育成に焦点を当てた検討を行うために、平成13年に
看護学教育のあり方に関する検討会（第１次）が設置
され、その翌年（2002）３月に報告書「大学における
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看護実践能力の育成の充実に向けて」が出された。こ
こでは、看護実践能力育成という観点から教育内容の
コアを示し、併せて臨地実習指導体制や教育の質向上
のための組織づくりが提言された。しかし、学士課程
における看護学教育の特徴や、卒業時までに達成すべ
き看護実践能力の到達目標は何かという課題について
十分に議論されていないという指摘から、第２次検討
会が立ち上げられ、平成16（2004）年３月に看護学教
育のあり方に関する検討会報告書として「看護実践能
力育成の充実に向けた大学卒業時の到達目標」が出さ
れた。その中では、学士課程における看護学教育の基
本として、看護職に必要な能力を明確にし、その育成
を確実に行うことが提言された。
　その後も看護系大学卒業生の割合が増加する中、社
会や保健医療を取り巻く環境の変化と学生の多様化に

伴って、臨地実習のあり方の見直しや教育内容の工夫
の必要性等の課題が指摘され、平成20年に大学におけ
る看護系人材育成の在り方に関する検討会が設置され
た。この検討会については、平成21（2009）年８月に「第
一次報告」が、平成23（2010）年３月に「大学におけ
る看護系人材養成の在り方に関する検討会	最終報告」
が出された。
　最終報告では、学士課程教育におけるコアとなる看
護実践能力として、①ヒューマンケアの基本に関する
実践能力、②根拠に基づき看護を計画的に実践する能
力、③特定の健康課題に対応する実践能力、④ケア環
境とチーム体制整備に関する実践能力、⑤専門職者と
して研鑽し続ける基本能力という５つの能力群と20の
看護実践能力が示された（表３）。

看護師の実践能力 構成要素

Ⅰ群 ヒューマンケアの基本的な実践能力

Ａ　対象の理解
Ｂ　実施する看護についての説明責任
Ｃ　倫理的な看護実践
Ｄ　援助的関係の形成

Ⅱ群 根拠に基づき、看護を計画的に実践する能力

Ｅ　アセスメント
Ｆ　計画
Ｇ　実施
Ｈ　評価

Ⅲ群 健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復にかかわる実践能力

Ｉ　健康の保持・増進、疾病の予防
Ｊ　急激な健康状態の変化にある対象への看護
Ｋ　慢性的な変化にある対象への看護
Ｌ　終末期にある対象への看護

Ⅳ群 ケア環境とチーム体制を理解し活用する能力

Ｍ　看護専門職の役割
Ｎ　看護チームにおける委譲と責務
Ｏ　安全なケア環境の確保
Ｐ　保健・医療・福祉チームにおける多職種との協働
Ｑ　保健・医療・福祉システムにおける看護の役割

Ⅴ群 専門職者として研鑽し続ける能力 Ｒ　継続的な学習
Ｓ　看護の質の改善に向けた活動

表２．看護師に求められる実践能力とその構成要素（厚生労働省，2011）

5つの能力群 20の看護実践能力

Ⅰ群 ヒューマンケアの基本に関する実践能力
1）看護の対象となる人々の尊厳と権利を擁護する能力
2）実施する看護について説明し同意を得る能力
3）援助的関係を形成する能力

Ⅱ群 根拠に基づき看護を計画的に実践する能力

4）根拠に基づいた看護を提供する能力
5）計画的に看護を実践する能力
6）健康レベルを成長発達に応じて査定する能力
7）個人と家族の生活を査定する能力
8）地域の特性と健康課題を査定する能力
9）看護援助技術を適切に実施する能力

Ⅲ群 特定の健康課題に対応する実践能力

10）健康の保持増進と疾病を予防する能力
11）急激な健康破綻と回復過程にある人々を援助する能力
12）慢性疾患及び慢性的な健康課題を有する人々を援助する能力
13）終末期にある人々を援助する能力

Ⅳ群 ケア環境とチーム体制整備に関する実践能力

14）保健医療福祉における看護活動と看護ケアの質を改善する能力
15）地域ケアの構築と看護機能の充実を図る能力
16）安全なケア環境を提供する能力
17）保健医療福祉における協働と連携をする能力
18）社会の動向を踏まえて看護を創造するための基礎となる能力

Ⅴ群 専門職者として研鑽し続ける基本能力 19）生涯にわたり継続して専門的能力を向上させる能力
20）看護専門職としての価値と専門性を発展させる能力

表３．学士課程教育におけるコアとなる看護実践能力（文部科学省，2011）
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Ｃ．看護基礎教育において育成する看護実践能力
　表２と表３とを比較してみると、看護実践能力の表
現やその具体的な内容において若干の違いがある。学
士課程で育成される看護実践能力については、地域ケ
アなどの観点が明示され、社会の動向を踏まえての看
護を創造し、看護専門職としての価値と専門性を発展
させるといった将来的な展望を含めた表現が強調され
ている。
　しかし、看護実践能力の内容や育成への方向性はほ
ぼ一致していると考えてよいであろう。したがって、
看護基礎教育において育成する看護実践能力は大きく
この５点に集約されたと考えられる。そして、これら
はジェネラリストにもスペシャリストにも共通する基
礎的能力であり、看護専門職としてのキャリアの発展
を支える能力育成につながっていると考える。
　次に、この５点を考慮しつつ、看護基礎教育におい
て育成する看護実践能力を私見も含めて構造的に示
したものが図１である。

ヒューマンケアの
理念を理解し
実践する能力

看護の対象の状況を理解し
判断する能力

健康に関する諸課題に
対応し看護を実践する能力

ケア環境を整え
様々な専門職や人々と
連携し協働する能力

将来の方向性に関心を寄せ
考える能力

自らの力で学び続ける能力

図１．看護基礎教育において育成する
看護実践能力

　この図では、Ⅰ群の表現を「ヒューマンケアの理念
を理解し実践する能力」と修正し、時代が変わっても
普遍的に求められる中核的な能力として中央に位置づ
けている。また、Ⅱ群とⅢ群の内容を「看護の対象の
状況を理解し判断する能力」と「健康に関する諸課題
に対応し看護を実践する能力」という観点で再構成し
ている。Ⅳ群の表現は「ケア環境を整え、様々な専門
職や人々と連携し協働する能力」と修正し、さらにⅤ
群で示された内容を「将来の方向性に関心を寄せ考え
る能力」と「自らの力で学び続ける能力」という観点
で分けて明示している。
　特にⅤ群の内容を２つに分けて強調したのは、変化
の激しい社会情勢を考慮したためである。看護専門職
が変化に応じて社会から期待される役割を果たし対応
するためには、将来の方向性に関心を寄せ考える能
力、自らの力で学び続ける能力が特に重要だと考え

た。これらを看護専門職の基礎的能力として育成する
ことができれば、変化の激しい状況の中であっても、
そこで必要なことを学び、判断をして行動することが
できる人材育成につながると考える。

おわりに

　看護基礎教育においては、看護の先達たちが大事に
してきた知識、技術などを、次世代の看護を担う人た
ちに伝えていく必要がある。また、新しい看護をとも
に創造していくことも我々が果たさなくてはならない
責務である。そのためには、現在だけでなく、未来を
見据えて教育を考えていくことが重要であり、先見性
を発揮することが期待されている。
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